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【正月を前に、こしめなわミづくりに忙しい農家のみなさん（鋤木田で）】 

人々は忙しく行きかい、すっかり取り入れの 

終った田んぼでは、稲株だけが裸で寒そうに福 

智おろしにさらされています。 

木々は葉を落とし、枯れ枝では百舌がさえず 

り、木枯らしが吹き福智の山々が白く雪化粧す 

るのももうすぐです。 

農家では、正月を前にミしめなわミ作りが行 

われています。機械化が進み、専業農家が減っ 

たことや、若い人が働きに出るため、しめなわ 

を作る農家も、ずいぶん少なくなりました。 

山崎、鋤木田、市場などの農家で、主にお年 

寄りの手で作られています。 
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12月は固定資産税4期分・国民健康保険税5期分の納税月です 
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＊町民会館の麟奮墨芦の_繕 Jさ鷲した＊ 

しの11月3日 多彩な催 
八大氏記念講演）町民文化祭・商工まつり 町制45周年記念式典（中村 

qテ’ィ～‘与なでるキ 

十
一
月
三
日
、
町
制
四
十
五
周
年
の
記
念
行
事
や
町
民
文
化
 

祭
、
商
工
ま
つ
り
な
ど
も
り
だ
く
さ
ん
の
行
事
が
同
和
対
策
中
央
 

研
修
所
や
町
民
会
館
、
会
館
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

中
央
研
修
所
で
は
、
式
典
の
あ
と
、
「
町
制
四
十
五
年
の
あ
ゆ
み
」
 

の
ス
ラ
イ
ド
が
上
映
さ
れ
、
炭
鉱
の
よ
う
す
や
発
電
所
な
ど
昔
な
 

つ
か
し
い
百
五
十
枚
の
写
真
が
写
さ
れ
ま
し
た
。
 

中
村
八
大
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
講
演
で
は
、
作
詞
家
永
六
 

輔
さ
ん
と
の
出
合
い
や
な
つ
か
し
い
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
が
披
露
さ
 

れ
、
「
遠
く
へ
行
き
た
い
」
を
み
ん
な
で
合
唱
し
ま
し
た
。
 

、 

町
民
会
館
で
は
、
文
化
祭
の
作
品
展
示
、
ま
た
、
夜
は
町
内
の
 

文
化
団
体
の
み
な
さ
ん
が
七
十
三
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
日
舞
、
尺
 

八
、
謡
曲
、
民
謡
な
ど
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
 

た。 町
民
会
館
前
で
行
わ
れ
た
商
工
ま
つ
り
で
は
、
二
十
店
舗
が
出
 

店
、
即
売
会
や
、
力
ラ
オ
ケ
大
会
、
ミ
ス
ほ
ほ
え
み
コ
ン
テ
ス
ト
 

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
に
十
一
月
三
日
は
、
深
ま
り
ゆ
く
秋
を
み
ん
な
で
楽
 

し
ん
だ
一
日
で
し
た
。
 

【商工まつりの 「ミスほほえみコンテスト」で 

優勝の藤村みどりさん。（上野下小路）】 

【町民会館で行われた茶会】 

」 

【
中
央
研
修
所
で
 

行
わ
れ
た
囲
碁
大
会
】
 

【
芸
能
発
表
大
会
で
「
も
み
じ
橋
」
を
踊
る
 

泉
会
、
平
野
知
子
（
泉
聖
華
）
さ
ん
】
 

和
名
 
師
走
（
し
わ
す
）
 

年
末
で
僧
が
、
い
そ
が
し
く
走
り
ま
 

わ
る
の
で
師
走
、
俗
に
極
月
の
字
を
用
 

い
て
“
し
わ
す
〉
と
も
い
う
0
 

1
日
（
木
）
 

4
日
（
日
）
 

3
日
（
土
）
 

6
日
（
火
）
 

7
日
（
水
）
 

8
日
（
木
）
 

9
日
（
金
）
 

10 

日
（
土
）
 

15 

日
（
木
）
 

編 
【健康優良家庭として表彰を受けたみなさん】 

17 16 
日 日 

土 金 

18 
日
（
日
）
 

19 

日
（
月
）
 

21 

日
（
水
）
 

22 

日
（
木
）
 

23 

日
（
金
）
 

25 

日
（
日
）
 

28 

日
（
水
）
 

31 

日
（
土
）
 

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
・
 

映
画
の
日
 

人
権
週
間
 

衆
議
院
議
員
選
挙
公
示
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
画
鞍
媛
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
昨
礎
加
言
）
 

針
供
養
 
大
雪
 

生
ワ
ク
チ
ン
（
画
鞍
騒
）
 

身
体
障
害
者
福
祉
週
間
 

世
界
人
権
デ
ー
 

人
権
の
つ
ど
い
（
帥
略
等
）
 

年
賀
郵
便
特
別
扱
い
 

エ
ン
ゼ
ル
ク
イ
ズ
メ
切
り
 

麻
し
ん
（
麗
結
竺
 

心
配
ご
と
相
談
（
昨
礎
加
H

) 

年
末
・
年
始
の
交
通
安
全
 

運
動
（
m
親
）
 

衆
議
院
議
員
選
挙
投
票
日
 

乳
児
保
育
相
談
（
画
緊
竺
 

三
種
混
合
（
親
落
き
 

冬
至
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
町
鞍
振
）
 

ク
リ
ス
マ
ス
 

官
庁
ご
用
納
め
 

大
晦
日
 

J 

国
保
無
診
療
の
 

健
康
家
庭
を
表
彰
 

十
月
三
十
一
日
、
役
場
で
昭
和
五
十
 

七
年
度
の
国
民
健
康
保
険
優
良
家
庭
の
 

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

現
在
、
赤
池
町
の
国
民
健
康
保
険
に
 

は
、
千
百
三
十
四
世
帯
（
十
月
末
）
が
 

加
入
し
て
、
 

一
人
当
り
年
間
、
十
七
万
 

五
千
四
百
九
十
七
円
の
医
療
費
が
か
か
 

っ
て
い
ま
す
。
 

今
回
表
彰
を
受
け
た
五
十
世
帯
は
、
 

そ
の
世
帯
構
成
者
の
一
人
も
、
 
一
年
間
 

病
院
に
か
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
 

に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
国
保
本
来
の
 

目
的
で
あ
る
相
互
扶
助
の
精
神
を
よ
く
 

理
解
さ
れ
、
五
十
七
年
度
ま
で
に
国
保
 

税
を
完
納
さ
れ
た
家
庭
を
、
健
康
優
良
 

家
庭
と
し
て
表
彰
し
た
も
の
で
、
菓
子
 

器
セ
ッ
ト
と
表
彰
状
が
そ
れ
ぞ
れ
の
家
 

庭
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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人権尊重旬間（12月3日～12日）期間中の行事 

項目 実施日 内 容 

街
 
頭
 
啓
 
発
 

12月3 日（D 

12月6 日（刃 

赤池駅、町内4保育所、赤池商事、ダイコー前で人権 

問題に関する街頭啓発を行います。 

12月3 日（D 

12月6 日（火） 

12月9 日（金う 

町内全域にわたり、町広報車で人権問題に関する広報 

活動を行います。 

人
権
の
っ
ど
い
 

12月10日仕） 

午後1時言 

赤池町同和対策中央研修所で、世界人権宣言35周年に 

あたり、本町独自の人権のっどいを開催します。 

多数のみなさんの参加をお願いします。 

/ 
人権宣言35周年 ⑩世界 

⑨ な与 
の こ す な差別の根 

燃やせ人権守る勇気の火 XX文V 

】
 
」
 '
 

、
 

く国連事務総長よりのメッセージ＞ 

次のメッセージが、世界人権宣言35周年を記念して、 

国連事務総長より、日本国民あてに寄せられました。 

ーー メッセージ山 

人権の擁議は、.人類共通の課題であります。 

,それには国境はありません。 そしで、また、 

それは、国連に課せられた重要かっ永統的な 

使命であります。 

我々すべでが取り組んでいる人楢の擁議ぱ、 

一般市民、非政府機噂、政府そしで国連の巾： 

広い、また、絶ゆまぬ努力を必要とする問題i 

であります9 そして、ごれらの努カが成果を 

・あげ、また、一般市民が、個入としであるい 

は共同して人様を擁護するためタ）役割を果た・ 

すためには、入概の基準がすべでの国の入趣 

により良く'UられるようI二することか極ぬで・ 

薫要であります車 入権の分野におI十る鷹連の 

国的は、国連の努カが国家レベル及び地方k 

ベルで支持さ’れない限り成し遂げること津で 

きません◇ そ・れゆえに、私は、 世界人権宣言 

35埼年を機会4こべB本においで、人々の入機 

を確保すべく想像カあふれた努カが極されで 

いることに深い瀧足を覚えるものでありまず。 

私は、この賞賛に緯する努カにかかわるすべ 

ての人4に対し・てお祝い申し上lダるとともに、 

この努力が、：口本における入権意識の高揚憐 

実質自’1な質献を行い、 ま：た，国除.及び地方の・ 

画面1こおいて等しく人権の高揚1こ寄与するこ 

とを期待するものであり蔵ず、 

/ 

ハビまル・ベレス‘デ・クェヤル 

（署 名） 

☆
世
界
人
権
宣
言
と
は
…
…
・
・
・
 

一

〉

 

第
二
次
世
界
大
戦
は
、
五
千
六
百
万
 

人
を
超
え
る
犠
性
者
を
出
し
た
悲
惨
な
 

で
き
ご
と
で
し
た
。
 

こ
の
戦
争
で
世
界
中
の
人
々
が
苦
し
 

み
ま
し
た
が
、
そ
の
苦
し
み
の
な
か
か
 

ら
、
基
本
的
人
権
が
確
立
さ
れ
て
い
な
 

い
か
ら
戦
争
が
起
き
た
の
だ
、
と
い
う
 

こ
と
が
理
解
さ
れ
、
そ
の
重
要
性
が
再
 

認
識
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
に
 

向
か
う
と
、
「
一
生
の
う
ち
に
ニ
度
ま
で
 

言
語
に
絶
す
る
悲
哀
を
人
類
に
与
え
た
 

戦
争
の
惨
害
か
ら
将
来
の
世
代
を
救
」
 

う
（
国
連
憲
章
前
文
）
た
め
に
、
「
国
際
 

の
平
和
お
よ
び
安
全
を
継
持
（
し
〕
 

《
 

?
 

他
人
の
権
利
を
尊
重
せ
ず
に
自
分
の
権
 

利
だ
け
を
主
張
す
る
た
め
に
お
き
る
人
 

権
の
衝
突
な
ど
ま
だ
ま
だ
解
決
さ
れ
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
多
く
残
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
 

芝
ブ
ル
嚇
瀞
 

わ
た
，
臨
た
蕪
 

結
婚
の
妨
害
や
子
供
・
お
年
寄
り
に
 

対
す
る
虐
待
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
 

思
想
・
信
条
に
よ
る
解
雇
、
同
和
地
区
 

出
身
者
で
あ
る
こ
と
 

を
理
由
と
す
る
差
別
。
 

同
じ
人
間
で
あ
り
な
 

が
ら
不
当
な
待
遇
や
 

扱
い
を
受
け
て
い
る
 

人
々
が
、
ま
だ
ま
だ
 

大
勢
い
ま
す
。
ま
た
 

私
た
ち
自
身
も
、
「
」
 

う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
の
 

加
害
者
や
被
害
者
に
 

な
り
か
ね
な
い
の
で
 

す。 人
権
に
ま
つ
わ
る
 

悲
劇
は
、
地
震
や
台
 

風
、
交
通
事
故
に
よ
 

る
災
害
の
よ
う
に
、
 

そ
の
原
因
を
「
自
然
」
 

や
「
走
る
凶
器
」
に
求
 

め
る
こ
と
は
で
き
ま
 

せ
ん
。
す
べ
て
私
た
 

ち
一
人
ひ
と
り
の
問
 

題
で
す
。
 

人
権
お
よ
び
基
本
的
自
由
を
尊
重
 

す
る
よ
う
に
助
長
奨
励
す
る
」
 

（
同
第
 

一
条
）
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
際
連
合
 

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

国
際
連
合
は
、
そ
の
最
初
の
仕
事
の
 

ー
つ
と
し
て
、
「
人
権
の
無
視
お
よ
び
軽
 

侮
が
、
人
類
の
良
心
を
踏
み
に
じ
っ
た
 

野
蛮
行
為
を
も
た
ら
し
」
た
（
世
界
人
 

権
宣
言
前
文
）
と
い
う
認
識
の
も
と
に
 

「
人
類
社
会
の
す
べ
て
の
構
成
員
の
固
 

有
の
尊
巌
と
平
等
で
譲
る
こ
と
の
で
き
 

な
い
権
利
と
を
承
認
す
る
こ
と
は
、
世
 

界
に
お
け
る
自
由
、
正
義
お
よ
び
平
和
 

の
基
礎
で
あ
る
」
 

（
前
同
）
の
で
、
基
 

本
的
人
権
を
確
保
す
る
た
め
に
「
す
べ
 

て
の
人
民
と
す
べ
て
の
国
と
が
達
成
す
 

べ
き
共
通
の
基
準
」
 

（
前
同
）
を
宣
言
 

霧繊（”て一 

病
気
に
な
っ
て
初
め
て
健
康
の
あ
り
 

が
た
さ
を
知
る
の
で
は
遅
い
と
い
わ
れ
 

ま
す
。
人
権
問
題
に
出
合
っ
て
か
ら
そ
 

の
大
切
さ
に
気
づ
く
前
に
、
豊
か
な
人
 

間
関
係
を
つ
く
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
 

い
の
か
を
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
て
 

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

な
お
、
差
別
を
受
け
た
り
人
間
関
係
 

に
ま
つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
る
 

方
は
、
気
軽
に
、
全
国
の
法
務
局
、
地
 

方
法
務
局
と
そ
の
支
局
や
人
権
擁
護
委
 

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

赤
池
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
岡
田
 

宗
治
さ
ん
（
本
町
）
で
す
。
 

、
 

県
知
事
ア
ピ
ー
ル
 

「
我
々
福
岡
県
民
は
、
世
界
人
権
 

宣
言
三
十
五
周
年
記
念
の
年
に
あ
 

た
り
、
人
間
の
自
由
と
平
等
の
渇
 

仰
者
で
あ
り
実
行
者
で
あ
っ
た
郷
 

土
の
先
人
の
不
屈
の
精
神
を
受
け
 

つ
ぎ
、
我
々
の
愛
す
る
郷
土
の
未
 

来
の
た
め
、
人
間
が
尊
重
さ
れ
差
 

別
の
な
い
豊
か
な
福
岡
県
を
築
く
 

た
め
、
全
県
民
手
を
と
り
合
っ
て
 

前
進
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
」
 

昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
八
日
 

福
岡
県
知
事
 
奥
田
 
八一一 

×
 

十
二
月
四
日
か
ら
、
世
界
人
権
宣
言
 

が
採
択
さ
れ
た
十
二
月
十
日
ま
で
の
一
 

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
が
、
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
 

日
に
国
際
連
合
の
第
三
回
総
会
で
採
択
 

さ
れ
た
 
「
世
界
人
権
宣
言
」
で
す
。
 

, 

週
間
は
「
人
権
週
間
」
 
で
す
。
 

福
岡
県
・
各
市
町
村
で
は
、
明
る
い
 

町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
ま
ず
、
身
の
 

回
り
の
人
権
を
見
直
し
、
流
い
直
す
た
 

め
、
こ
の
期
間
中
に
い
ろ
い
ろ
な
行
事
 

を
行
い
ま
す
。
 

世
界
人
権
宣
言
は
、
前
文
三
十
カ
条
 

か
ら
で
き
て
お
り
、
生
命
、
身
体
の
安
 

全
そ
の
他
多
く
の
基
本
的
人
権
に
つ
い
 

て
の
基
準
を
示
し
、
こ
れ
ら
の
人
権
が
 

ど
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
て
も
差
別
を
受
 

け
る
こ
と
な
し
に
享
有
で
き
る
よ
う
に
 

す
べ
き
で
あ
る
、
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。
 

世
界
人
権
宣
言
は
、
誕
生
以
来
世
界
 

各
国
の
憲
法
や
法
律
に
取
り
入
れ
ら
れ
 

ま
た
、
様
々
な
国
際
会
議
に
も
用
い
ら
 

れ
、
世
界
各
国
に
強
い
影
響
を
お
よ
ぼ
 

し
て
い
ま
す
。
 

わ
が
国
も
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
 

和
条
約
の
な
か
で
、
「
世
界
人
権
宣
言
の
 

目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
努
力
」
 

（前 

文
）
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。
 

世
界
人
権
宣
言
は
、
基
本
的
人
権
尊
 

重
の
原
則
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
 

れ
自
体
が
法
的
な
拘
東
力
を
持
つ
も
の
 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
世
界
の
人
々
に
 

と
っ
て
希
望
と
励
み
の
源
と
な
っ
て
お
 

り
、
こ
の
宣
言
に
よ
り
、
人
権
を
守
る
 

動
き
は
大
き
く
進
ん
で
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
世
界
各
地
で
は
、
い
ま
だ
 

に
人
種
差
別
、
難
民
問
題
、
武
力
に
よ
 

る
圧
制
そ
の
他
の
問
題
が
山
積
し
て
お
 

り
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
社
会
的
身
 

分
、
性
別
、
身
体
障
害
に
よ
る
差
別
や
 

赤
池
町
で
は
、
さ
ら
に
こ
の
期
間
を
 

人
権
尊
重
旬
間
と
し
て
、
左
上
の
表
の
 

よ
う
な
各
行
事
を
行
い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
 

す。 

12 

月
9

日
は
 

障
害
者
の
日
 

わ
た
し
た
ち
の
社
会
は
、
だ
れ
も
が
 

等
し
く
参
加
で
き
る
、
差
別
の
な
い
も
 

の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
 

現
実
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
全
国
に
約
三
 

百
五
十
万
人
以
上
い
る
と
い
わ
れ
る
心
 

身
に
障
害
を
も
っ
て
い
る
人
た
ち
に
と
 

っ
て
は
、
決
し
て
恵
ま
れ
た
社
会
環
境
 

と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

十
二
月
九
日
は
「
障
害
者
の
日
」
 
で
 

す
。
八
年
前
、
 
一
九
七
五
年
の
こ
の
日
 

国
際
連
合
で
 
「
障
害
者
の
権
利
宣
言
」
 

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
障
害
者
の
日
は
 

障
害
者
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
 

を
深
め
、
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
を
は
 

か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
 

社
会
参
加
を
妨
げ
る
誤
解
や
偏
見
 

障
害
を
も
つ
人
を
特
別
視
す
る
よ
う
 

な
風
潮
が
、
い
ま
だ
に
わ
た
し
た
ち
の
 

間
に
残
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
障
 

害
者
に
対
し
て
必
要
以
上
に
同
情
や
哀
 

れ
み
の
態
度
を
見
せ
た
り
、
ま
た
、
逆
 

に
強
く
拒
絶
し
た
り
と
い
う
こ
と
は
な
 

い
で
し
ょ
う
か
。
障
害
を
も
つ
人
は
、
 

特
別
な
人
た
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
 

え
ば
、
背
の
高
い
人
と
そ
う
で
な
い
人
 

若
者
と
お
年
寄
り
が
い
る
よ
う
に
、
目
 

の
見
え
な
い
人
も
手
足
の
不
自
由
な
人
 

も
、
そ
れ
は
一
人
ひ
と
り
の
個
人
差
な
 

の
で
す
。
 

で
す
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
が
同
じ
人
 

間
で
あ
る
以
上
、
障
害
の
あ
る
な
し
に
 

か
か
わ
ら
ず
、
お
互
い
が
助
け
合
い
尊
 

重
し
合
え
る
社
会
を
築
い
て
い
か
な
け
 

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

相
手
が
障
害
者
で
 

あ
る
こ
と
を
意
識
せ
 

ず
に
、
進
ん
で
障
害
 

者
と
の
交
流
を
深
め
、
 

人
間
的
な
触
れ
合
い
 

を
大
切
に
し
て
ゆ
か
 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

ん。 



(7） 第251 号 昭和58 年12月1日（S ) け し、 か あ
 

報
 

広
 

第251 号 昭和58年12月1日 け し、 か
 

あ 報
 

広
 

ボタン付けやほころび直し 
4 保育所父母の会連合会 老人ホーム天郷荘を慰間 

, 

オ
イ
ス
カ
研
修
生
と
し
て
、
 
現
在
、
 

福
岡
市
で
十
七
人
の
若
者
が
、
約
一
年
 

【永遠の友情を誓ったオイスカ研修生と青年会のみなさん】 

1, D 

十
月
二
十
五
日
、
町
内
四
保
育
所
の
 

り
 
五
歳
児
、
百
二
十
六
人
が
稲
刈
り
を
し
 

」
 
ま
し
た
。
 

つ
 

こ
れ
は
、
 

「
お
百
姓
さ
ん
あ
り
が
と
 

に

仕

 
う
」
と
い
う
創
造
保
育
の
年
間
保
育
テ
 

な

ば

 
ー
マ
で
、
子
ど
も
た
ち
に
労
働
の
尊
さ
 

」

大

 
や
、
汗
を
流
す
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
、
 

齢
 

収
穫
の
喜
び
を
体
験
さ
せ
よ
う
と
行
わ
 

た
 

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

概
 

田
植
え
か
ら
、
稲
刈
り
、
簡
易
精
米
 

の
 

機
に
よ
る
精
米
、
ま
た
、
も
ち
つ
き
と
 

”
 

す
べ
て
園
児
た
ち
が
行
い
ま
す
o
 

m
 

好
天
に
恵
ま
れ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
 

町
内
の
四
保
育
所
の
子
 

ど
も
さ
ん
を
も
つ
お
父
さ
 

ん
お
母
さ
ん
で
組
織
さ
れ
 

た
、
四
保
育
所
父
母
の
会
 

連
合
会
の
み
な
さ
ん
約
三
 

十
人
が
、
十
一
月
十
一
日
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
を
訪
 

れ
、
お
年
寄
り
の
衣
服
縫
 

い
な
ど
の
奉
仕
を
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
会
が
五
年
 

前
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る
 

も
の
で
、
ボ
タ
ン
付
け
や
 

ほ
こ
ろ
び
直
し
と
、
年
末
 

を
前
に
お
年
寄
り
は
大
喜
 

び
で
し
た
。
 

【
お
年
寄
り
の
衣
服
を
な
お
す
 

父
母
の
会
連
合
会
の
み
な
さ
ん
】
 

準
参
 喚 

間
、
農
工
業
の
勉
強
の
た
め
留
学
し
て
 

い
ま
す
。
 

そ
の
中
か
ら
フ
イ
リ
ピ
ン
、
バ
ン
グ
 

ラ
デ
ィ
シ
ュ
、
 
マ
レ
ー
シ
ア
、
パ
ラ
オ
 

の
各
国
か
ら
五
人
の
若
者
が
、
田
川
郡
 

青
年
団
体
連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
、
E
 

野
四
区
の
若
者
と
の
交
流
に
訪
れ
ま
し
 

た。 十
一
月
十
二
日
、
四
区
青
年
会
（
太
 

田
正
仁
会
長
）
十
人
の
み
な
さ
ん
を
中
 

心
に
、
四
区
公
民
館
関
係
者
や
町
内
の
 

青
年
の
み
な
さ
ん
約
三
十
人
が
、
大
久
 

保
の
香
月
澄
男
さ
ん
宅
で
歓
迎
の
交
流
 

会
を
開
き
ま
し
た
。
 

溜
池
を
干
し
て
取
っ
た
コ
イ
料
理
に
 

舌
つ
づ
み
を
打
ち
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
の
 

産
業
、
文
化
を
語
り
、
ア
ジ
ア
の
発
展
 

を
考
え
、
永
遠
の
友
情
を
深
め
ま
し
た
。
 

一
行
は
、
三
カ
月
間
の
日
本
語
研
修
 

を
終
え
て
の
交
流
で
し
た
が
、
中
に
は
 

言
葉
が
わ
か
ら
ず
、
英
語
で
の
や
り
と
 

り
を
試
み
ま
す
が
、
思
う
よ
う
に
表
現
 

で
き
ず
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
応
戦
。
 

次
の
日
は
、
上
野
焼
窯
元
や
、
薬
王
 

寺
で
菊
な
ど
の
ハ
ウ
ス
栽
培
を
し
て
い
 

る
安
武
園
芸
（
安
武
義
紀
さ
ん
）
を
訪
 

れ
、
郷
土
の
伝
統
工
芸
や
農
業
経
営
を
 

見
学
し
ま
し
た
。
 

こ
の
交
流
会
は
、
今
年
で
七
回
目
で
 

す
が
、
P
R
不
足
も
あ
り
、
他
の
地
域
 

の
青
年
の
み
な
さ
ん
の
参
加
が
少
な
く
 

来
年
は
、
「
英
会
話
も
少
し
勉
強
し
て
、
 

多
く
の
地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
を
 

は
か
り
た
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
 

※
オ
イ
ス
カ
（
o
I
s
c
A
）
と
は
、
産
 

業
、
精
神
、
文
化
の
発
展
高
揚
の
た
め
の
 

国
際
機
構
で
、
開
発
途
上
国
に
対
し
、
産
 

業
開
発
の
協
力
お
よ
び
技
術
者
の
確
保
養
 

成
等
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
醤
で
す
。
 

ク
挑
 
戦
）
熟
練
の
わ
ざ
 

「
伝
統
工
芸
士
」
認
定
試
験
 

の
こ
ぎ
り
が
ま
を
手
に
、
六
月
に
自
分
 

た
ち
で
植
え
た
稲
を
一
生
け
ん
命
刈
り
 

取
り
ま
し
た
。
 

赤
池
町
文
化
祭
 

俳
句
大
会
 

大
久
保
昭
女
 

昨
日
ま
で
の
時
雨
模
様
が
ま
る
で
嘘
 

の
よ
う
な
小
春
日
和
。
今
日
、
＋
月
一
一
 

十
七
日
、
 

一
足
早
く
文
化
祭
俳
句
大
会
 

が
池
田
一
歩
先
生
の
お
宅
で
催
さ
れ
ま
 

し
た
。
飯
塚
、
直
方
か
ら
も
参
加
さ
れ
 

盛
り
上
が
っ
た
会
と
な
り
ま
し
た
。
 

紫
は
冷
え
を
呼
ぶ
色
式
部
の
実
 

孤
城
 

思
ひ
草
思
ひ
の
た
け
を
色
に
秘
め
 
圭
舟
 

筆
硯
の
挨
を
拭
ふ
文
化
の
日
 

春
翁
 

こ
と
切
れ
て
丙
て
瞳
蝋
の
威
を
保
つ
 桜

ン
坊
 

秋
風
や
能
登
も
奥
な
る
千
枚
田
 

光
子
 

鉱
山
跡
の
花
野
と
な
り
し
丘
に
句
碑
 
駒
女
 

秋
蝶
は
日
射
し
が
舞
は
し
を
り
し
か
な
 

て
い
子
 

推
拾
ふ
指
先
冷
え
て
き
た
り
け
り
 は

る
の
子
 

秋
蓄
微
明
日
の
予
告
の
空
焼
け
て
 
雨
亭
 

松
原
を
吹
く
秋
風
と
潮
騒
と
 

妙
子
 

バ
ス
停
に
顔
見
知
り
あ
る
秋
遍
路
 
昭
女
 

秋
の
陽
に
銀
に
張
り
ゆ
く
蜘
蝶
の
糸
 
豊
子
 

椎
拾
ふ
手
に
木
浅
日
の
動
き
を
り
 
田
鶴
子
 

紅
葉
散
る
さ
へ
不
吉
感
つ
き
ま
と
ふ
 
園
女
 

枯
れ
つ
く
し
花
野
を
語
る
も
の
、
な
く
孤
城
 

駅
々
に
旅
の
慰
め
菊
薫
る
 

一枝 

年
尾
忌
を
心
に
供
ふ
初
穂
か
な
 

秋
風
子
 

【11人の試験官の前での 

緊張した実技試験】 

寸
 

花

野

 
マ

ミ

さ

ん

 

（
赤
池
郵
便
局
）
 

選
者
吟
 

病
床
へ
野
の
消
息
の
草
の
架
 

人
知
れ
ず
家
庭
医
書
繰
る
夜
寒
か
な
 加

寸
美
 

返
り
花
も
た
せ
る
日
射
し
年
尾
の
忌
 

ビ
ル
の
灯
の
冷
え
び
と
洩
れ
街
の
秋
一
歩
 

最
高
点
数
の
桑
野
園
女
さ
ん
に
楯
が
送
 

ら
れ
池
田
さ
ん
宅
の
心
ず
く
し
の
熱
い
 

お
茶
と
お
菓
子
を
頂
く
頃
は
当
初
の
緊
 

張
感
も
ほ
ぐ
れ
和
気
藷
々
の
う
ち
に
句
 

会
は
終
り
ま
し
た
。
句
は
写
生
で
あ
り
 

見
た
も
の
見
た
色
を
感
じ
た
ま
ま
に
十
 

七
文
字
で
表
現
す
る
。
こ
れ
は
老
を
忘
 

れ
さ
せ
る
頭
の
運
動
と
し
て
最
適
だ
と
 

一
歩
先
生
は
い
つ
も
言
わ
れ
ま
す
。
一
 

例
に
白
石
天
留
翁
先
生
は
八
十
九
才
の
 

ご
高
会
で
今
だ
嬰
鎌
と
し
て
お
ら
れ
 

雨
音
の
煙
り
て
春
を
酵
か
せ
を
り
 
天
留
翁
 

等
び
っ
く
り
す
る
様
な
若
い
作
句
を
な
 

さ
い
ま
す
。
こ
れ
も
日
頃
の
ご
精
進
の
 

十
月
二
十
七
日
、
赤
池
町
商
工
会
館
 

で
、
上
野
焼
伝
統
工
芸
士
の
認
定
試
験
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

伝
統
工
芸
士
は
、
優
秀
な
伝
統
的
技
 

術
・
技
法
を
持
っ
て
い
る
人
に
与
え
ら
 

れ
る
称
号
で
、
伝
統
技
術
の
維
持
向
上
 

と
後
継
者
の
育
成
を
目
的
と
す
る
も
の
 

で
す
。
 

今
回
の
認
定
試
験
は
、
そ
の
最
初
で
、
 

挑
戦
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
道
二
十
年
以
 

上
の
ベ
テ
ラ
ン
の
方
ば
か
り
で
す
が
、
 

慣
れ
な
い
試
験
で
緊
張
の
一
日
で
し
た
。
 

次
回
は
、
四
年
後
に
行
わ
れ
ま
す
。
 

今
回
の
試
験
の
結
果
は
、
来
年
一
月
初
 

旬
に
わ
か
り
ま
す
。
 

、ノ ノ 

赤
池
郵
便
局
に
勤
め
て
三
年
目
。
お
 

金
を
扱
う
仕
事
な
の
で
気
を
使
う
け
ど
 

窓
口
で
顔
見
知
り
の
人
に
声
を
か
け
て
 

も
ら
う
の
が
、
と
て
も
喜
し
い
、
と
い
 

う
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
 

で
も
あ
る
明
る
い
お
嬢
さ
ん
。
 

近
々
、
ご
結
婚
と
の
こ
と
で
し
た
。
 

渡
辺
泰
造
局
長
の
お
話
 

「
窓
口
業
務
は
重
要
視
し
て
い
ま
す
 

が
、
お
客
さ
ま
の
う
け
も
良
く
、
仕
事
 

も
確
実
に
こ
な
す
、
明
る
い
お
嬢
さ
ん
 

で
す
。
期
待
し
て
い
ま
す
」
 

賜
か
と
も
窺
わ
れ
ま
す
。
当
紙
の
体
育
 

の
欄
に
 
「
い
い
汗
流
そ
う
」
 
と
あ
り
ま
 

し
た
。
も
ち
ろ
ん
結
構
な
こ
と
で
す
。
 

木
の
葉
髪
と
な
っ
た
現
在
、
汗
は
流
さ
 

な
く
て
も
「
頭
の
体
操
」
で
い
つ
ま
で
も
 

若
く
あ
り
た
い
も
の
で
す
ね
。
皆
さ
ん
 

俳
句
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
 

つ
 
れ
 
づ
 
れ
 
に
 
⑩
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
 
た
か
し
 

秋
慰
問
待
つ
や
園
児
の
バ
ス
来
た
る
 

（
一
‘
 

冷
や
か
や
左
足
落
く
も
朝
散
歩
 

上
野
路
の
稲
穂
た
わ
わ
に
色
付
き
し
 

秋
晴
を
仰
ぎ
て
杖
に
力
入
る
 

山
車
の
見
ゆ
峡
に
ひ
び
き
て
秋
祭
 

峡
の
山
車
ジ
ー
プ
も
ひ
と
役
秋
祭
 

整
髪
と
補
修
の
奉
仕
秋
う
ら
ら
 

町
集
ふ
敬
老
の
日
に
謡
せ
り
 

朝
食
の
待
つ
間
の
廊
下
や
や
寒
し
 

橿
の
色
あ
ざ
や
か
に
庫
裏
の
庭
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報
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エンゼルクイズ じの酒でも死亡事 

の 交通安全運動 
末
始
 

年
年
 

12月11 日～1 月10 日 

月

臨

時

町

議

会

 

「
ま
あ
、
堅
い
こ
と
言
わ
な
い
で
、
ビ
ー
ル
 

ー
杯
ぐ
ら
い
」
 
な
ど
と
勧
め
ら
れ
て
、
つ
い
飲
 

ん
で
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
経
験
は
あ
り
ま
せ
 

ん
か
。
ア
ル
コ
ー
ル
が
体
内
に
な
い
と
き
に
比
 

べ
、
ビ
ー
ル
ー
本
を
飲
ん
だ
状
態
で
運
転
し
た
 

場
合
、
死
亡
事
故
の
危
険
度
は
二
・
五
倍
に
も
 

な
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
年
末
、
年
始
は
酒
を
飲
 

む
機
会
が
ど
う
し
て
も
多
く
な
り
ま
す
。
安
全
 

運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

十
一
月
臨
時
議
会
が
十
一
月
九
日
、
 

一
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
次
の
一
件
 

の
議
案
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
廿
 

昭
和
五
十
八
年
度
地
方
改
善
施
設
整
 

備
事
業
大
浦
地
区
納
骨
堂
新
築
工
事
の
 

、
 

予
定
価
格
が
三
千
万
円
を
下
ら
な
い
た
 

め
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

な
お
、
十
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
 

入
札
の
結
果
、
赤
池
町
上
野
の
小
正
建
 

設
が
落
札
し
、
十
一
月
十
日
か
ら
、
五
 

十
九
年
三
月
二
十
四
日
ま
で
の
工
期
で
 

工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
九
月
定
例
議
会
で
、
総
務
委
 

員
会
へ
付
託
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
 

た、 

「
第
二
十
支
所
集
会
場
設
置
請
願
 

書
」
の
総
務
委
員
会
で
の
審
議
内
容
が
 

ー
国
民
年
金
の
保
険
料
は
 

体
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る
ア
ル
コ
ー
ル
 

酒
を
飲
む
と
、
体
の
働
き
に
は
次
の
 

よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
 

①
視
覚
が
鈍
く
な
り
、
視
野
が
狭
く
な
 

る
。
②
大
脳
の
働
き
が
低
下
し
て
判
断
 

力
が
鈍
り
、
自
制
心
も
弱
ま
っ
て
く
る
。
 

さ
ら
に
、
集
中
力
が
鈍
っ
た
り
、
精
神
 

的
に
も
不
安
定
に
な
る
な
ど
、
酒
が
人
 

体
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
車
の
運
転
に
と
 

っ
て
好
ま
し
く
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
。
 

飲
酒
運
転
は
モ
ラ
ル
の
問
題
 

飲
酒
運
転
は
、
ほ
か
の
犯
罪
に
比
べ
 

て
執
行
猶
予
が
少
な
く
、
実
刑
、
厳
罰
 

主
義
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
飲
酒
運
 

転
で
罰
せ
ら
れ
る
の
は
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
 

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
目
上
の
人
な
ど
 

が
、
酒
を
飲
ん
で
い
る
人
に
運
転
を
強
 

要
し
た
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
酒
を
勧
め
 

た
り
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。
 

飲
酒
運
転
は
モ
ラ
ル
の
問
題
で
も
あ
 

り
ま
す
が
、
大
切
な
の
は
、
ド
ラ
イ
バ
 

ー
の
“
自
覚
）
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
 

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

叫
山
由
山
自
山
自
山
自
．
 

報
告
さ
れ
、
後
に
提
出
さ
れ
た
場
所
の
 

変
更
と
と
も
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

一 

十
二
月
は
、
定
例
議
会
が
行
わ
 

れ
ま
す
。
会
期
や
傍
聴
に
つ
い
て
 

の
間
い
合
せ
は
、
議
会
事
務
局
へ
 

云
二
〇
〇
四
、
因
二
四
）
 

傍
聴
は
、
赤
池
町
議
会
傍
聴
人
 

規
則
に
反
し
な
い
か
ぎ
り
、
ど
な
 

一 

た
で
も
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
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所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
 

あ
な
た
が
昭
和
五
十
八
年
一
月
か
ら
 

十
二
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
国
民
年
金
 

の
保
険
料
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
 

の
と
き
申
告
す
る
と
、
そ
の
額
が
「
社
 

会
保
険
料
」
 
と
し
て
所
得
額
か
ら
全
額
 

控
除
さ
れ
、
課
税
の
対
象
に
な
り
ま
せ
 

ん。 配
偶
者
や
生
計
を
同
じ
く
す
る
扶
養
 

親
族
の
保
険
料
に
つ
い
て
も
、
あ
な
た
 

の
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
 

控
除
さ
れ
る
額
は
 

＠
一
人
、
五
十
八
年
一
年
分
完
納
の
場
 

合
 

①
定
額
保
険
料
 
6
8

、 

②
付
加
保
険
料
 

4
、 

1
3
0
円
 

8
0
0
円
 

な
お
、
定
額
保
険
料
と
付
加
保
険
料
 

を
納
め
た
人
は
、
①
と
②
を
合
計
し
た
 

額
、
七
万
二
千
九
百
三
十
円
に
な
り
ま
 

す。 ま
た
、
こ
れ
以
外
に
過
去
に
納
め
忘
 

れ
た
保
険
料
や
免
除
に
な
っ
た
期
間
に
 

つ
い
て
の
保
険
料
を
昭
和
五
十
八
年
中
 

に
納
め
た
場
合
、
そ
の
額
も
控
除
さ
れ
 

ま
す
。
 

I
レ
ー
 

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
発
足
 

こ
の
協
議
会
は
、
選
挙
が
み
な
さ
ん
 

の
自
由
に
表
明
す
る
意
志
に
よ
っ
て
、
 

公
正
、
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
い
ろ
 

い
ろ
な
機
会
を
通
し
て
、
政
治
意
識
の
 

高
揚
を
図
り
、
明
る
い
選
挙
、
お
金
の
 

か
か
ら
な
い
き
れ
い
な
選
挙
を
推
進
し
 

て
い
く
団
体
で
す
。
 

十
一
月
十
九
日
、
初
め
て
の
会
議
が
 

衆議院議員総選挙・ 

最高裁判官国民審査 
I 

7時から18時まで 12月18日（日） ●投票日 

開
か
れ
、
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

▽
会
長
廿
松
井
一
雄
（
貴
船
）
▽
副
会
 

長
廿
藤
岡
登
（
朝
日
町
）
▽
副
会
長
廿
 

舌
間
栄
子
（
薬
王
寺
）
▽
委
員
廿
城
野
 

三
男
（
常
福
）
、
木
村
渥
美
（
八
の
一
一
）
 

長
谷
川
久
丸
（
旭
ケ
丘
）
、
寺
田
キ
ミ
 

ェ
（
上
の
原
）
 

●投票所 赤池町役場、上野小学校、中尾生活館 

＠今回の選挙で投票できる人 

昭和38年12月19日までに生れた人で昭和58年 

一． S 月2日以前から引き続き赤池町に住所を有し 

~ ， 住民基本台帳に登録されている人。 

保
険
料
を
前
納
さ
れ
て
い
る
場
合
は
 

役
場
年
金
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
o
 

保
険
料
の
納
め
忘
れ
 

は
あ
り
ま
せ
ん
か
 

今
年
も
い
よ
い
よ
残
り
少
な
く
な
り
 

ま
し
た
。
十
二
月
は
い
ろ
い
ろ
と
出
費
 

の
多
い
月
で
す
が
、
今
年
一
年
国
民
年
 

金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
も
 

う
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
 

も
し
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
 

保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
ま
ま
に
し
て
 

お
く
と
、
万
ー
ケ
ガ
を
し
た
り
、
ご
主
 

人
が
死
亡
さ
れ
た
と
き
、
障
害
年
金
や
 

母
子
年
金
等
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
 

り
、
ま
た
老
齢
年
金
を
受
け
る
た
め
の
 

資
格
期
間
が
不
足
す
る
よ
う
な
こ
と
に
 

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
 

一
年
を
振
り
か
え
っ
て
、
も
し
、
納
 

め
忘
れ
が
あ
っ
た
場
合
は
、
至
急
納
付
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

十
一
月
三
日
に
、
行
い
ま
し
た
福
祉
 

バ
ザ
ー
に
つ
い
て
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
 

五
百
点
を
こ
え
る
物
品
、
現
金
を
寄
贈
 

拠
出
し
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

お
か
げ
で
、
目
標
を
上
ま
わ
る
売
上
 

げ
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
資
金
 

を
も
と
に
、
よ
り
豊
か
な
住
み
や
す
い
 

地
域
づ
く
り
に
一
層
の
活
動
を
進
め
る
 

考
え
で
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
 

い
い
た
し
ま
す
。
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 
老
人
ク
 

ラ
ブ
連
合
会
 
身
障
福
祉
会
 
母
子
 

福
祉
会
、
民
生
委
員
協
議
会
 

【
賛
助
会
費
】
 

古
川
 

ア
キ
ョ
 

【
寄
付
】
 

一
万
円
 

藻
 

電」☆甘 し
 

か
 

つ
 

の
 

咽

 
灘
 

回
 

H
 

細
 

』
 

エ
 

あなたに幸ありますよう‘・ 

【問題】 

ロの中に文字を入れ文章を完成させてくだ 

さい。 

明るくきれいな選挙はロロのときばかりで 

なく、ふだんからみんながお金のかからない正 

しい選挙を心がけることが大切です。そのため 

には、贈らない、求めない、受けとらないの「 

三ない運動」によって、お金と選挙とのつなが 

りを断ち切ると同時に、有口者一人ひとりが 

選挙をよく知り、こぞって権利の行使を推進し 

ましょう。 

【応募の要領】 

答えを官製ハガキに記入のうえ12月15日まで 

に赤池町役場総務課文書広報ェンゼルクイズ係 

へお送りください。抽せんで正解者3人に記念 

品をお贈りします。 

【第90回の解答】 

①発展 ②選挙道徳 

【正解者】 

応募総数8通のうち正解6 通。抽せんの結 

果、次の人に記念品を送ります。 

レ永末晶子（伏原） 

レ三浦キョカ（伏原） 

レ北篠スミエ（中町） 

× 

10月末日住民登録 9 
（前月比） 

口 9,755K +16) 
8 4,646( +3 ) 
l 5,109( +13) 
帯 3, 205( +5 ) 

【休館日】 
5日、12日、19日、26日I l 日、4 日、8 日、11日 

誉観難1月3日！ 15日、18日、22日、25日 
【福祉バス運行日】 

休館日および正月 
休みを除く毎日 

【仏教法話会】 
12月はお休みします 

【心配ごと相談日】 

7日、17日 

午前10時～午後3時 

× 

 ノ 

0 投票所に行けない人は不在者投票を 

不在者投票は12月3日から17日まで（最高裁 

判官国民審査は12月10日から）役場で毎日8時 

半から午後5時まで受付け。土曜日・日曜日も 

投票できます。 印かん（入場券が届いていれば 

入場券も）を持って所定の手続きをして投票し 

てください。 

ぶ ,にリ“、 h ' ,，、 言 J“ 一” こ’'‘に‘’ 言リ,に’ソ‘，」リ‘に‘j .，ご’‘に’',に’J‘，、り 

、 
J 

昭
和
四
年
上
野
小
卒
業
生
 
二
万
円
 

筑
豊
繊
維
工
業
卿
 

三
万
円
 

さ
ぼ
て
ん
子
供
会
 

三
千
円
 

山
田
 
政
蔵
 

三
万
円
 

大
城
 
峯
吉
 

一
万
円
 

桑
野
組
 
古
切
手
千
五
百
八
十
枚
 

【
香
典
返
し
】
 

金金金金金金金金金 

封 封 封 封 封 封 封 封 封 

坂
田
 

勝
賓
 

（
高
尾
）
 

平
岡
ヤ
エ
ノ
 

（
高
尾
通
）
 

島
上
 
盛
人
 

（
堀
田
）
 

溝
尾
 
芳
造
 

（
松
本
町
）
 

藤
田
ミ
ッ
ェ
 

（
西
町
）
 

藤 池 池 田 
重 田 田 中 

幸
生
 

（
常
福
）
 

明
広
 

（
稲
荷
）
 

茂
樹
 

（
中
町
）
 

武
 

（
伏
原
）
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

【
賛
助
会
費
】
 

金
一
封
 
赤
池
町
商
工
会
 

交
通
安
全
協
会
 

（
十
一
月
十
五
日
現
在
、
敬
称
略
）
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し
尿
収
集
日
程
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
 

、
 し

 
か
 

簾
の
し
尿
 

ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て
 

次
の
と
お
り
年
末
・
年
始
の
ゴ
ミ
・
 

@
h
ミ
収
集
 

十
二
月
三
十
一
日
か
ら
一
月
三
日
ま
 

で
休
み
で
す
。
 

▽
1
月
2

日
・
3

日
の
地
区
‘
4

日
に
 

変
更
 

▽
1
月
4

日
の
地
区
‘
5

日
に
変
更
 

※
も
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集
日
は
変
更
あ
 

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
下
田
川
じ
ん
芥
 

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
受
け
入
れ
も
、
十
 

二
月
三
十
一
日
か
ら
一
月
三
日
ま
で
 

休
み
で
す
。
 

＠
し
尿
処
理
 

十
二
月
三
十
一
日
か
ら
一
月
三
日
ま
 

で
休
み
で
す
。
 

※
十
二
月
十
九
日
か
ら
三
十
日
ま
で
は
 

土
曜
、
日
曜
日
も
休
ま
な
い
で
平
日
 

ど
お
り
処
理
し
ま
す
。
年
始
は
、
四
 

日
か
ら
平
日
ど
お
り
処
理
し
ま
す
。
 

動
く
県
民
相
談
室
 

福
岡
県
で
は
、
次
の
よ
う
に
動
く
県
 

民
相
談
室
を
開
催
し
ま
す
。
 

年
金
、
福
祉
、
道
路
、
河
川
、
衛
生
 

公
害
、
消
費
生
活
、
交
通
事
故
な
ど
の
 

相
談
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

▽
期
日
 

1
月
 18 

日
（
水
）
 

▽
時
間
 

13 

時
か
ら
 16 

時
ま
で
 

ウ
場
所
 
直
方
市
津
田
町
七
の
二
十
 

直
方
中
央
公
民
館
 

町
営
住
宅
補
欠
 

入
居
者
の
募
集
 

す
で
に
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
 

よ
う
に
、
町
営
住
宅
補
欠
入
居
者
を
次
 

の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

入
居
希
望
が
あ
れ
ば
役
場
住
宅
課
へ
 

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
し
込
 

み
書
は
住
宅
課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。
 

▽
住
宅
の
種
類
 

1
種
お
よ
び
2
種
 

▽
申
込
み
期
間
 

11 

月
 21 

日
か
ら
 12 

月
 

10 

日
ま
で
 

※
入
居
抽
選
日
、
場
所
は
後
日
連
絡
し
 

ま
す
。
 

目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
 

録
音
図
書
（
カ
セ
”
グ
）
 

を
貸
出
し
ま
す
 

現
在
、
福
岡
県
立
図
書
館
で
は
、
視
 

力
障
害
者
に
対
し
、
録
音
図
書
（
カ
セ
 

ツ
ト
テ
ー
プ
）
の
貸
付
し
制
度
を
行
っ
 

て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
 

「
福
岡
県
朗
読
奉
仕
者
の
会
」
制
作
に
 

よ
り
、
小
説
や
歴
史
物
プ
随
筆
、
伝
記
 

童
話
や
ハ
リ
、
キ
ュ
ウ
関
係
専
門
書
な
 

ど
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
収
め
た
も
の
 

で
、
県
下
の
視
力
障
害
者
に
無
料
貸
出
 

し
を
し
て
い
ま
す
。
 

▽
対
象
者
 
視
力
（
覚
）
障
害
者
 

▽
申
込
先
 

福
岡
市
東
区
箱
崎
一
丁
目
 

福
岡
県
立
図
書
館
普
及
課
録
音
図
書
 

係
 

▽
申
込
方
法
 
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
 

日
、
職
業
、
障
害
者
手
帳
番
号
、
電
 

話
番
号
を
直
接
、
ま
た
は
、
郵
便
か
 

電
話
で
登
録
す
る
。
 

▽
貸
出
し
方
法
 
借
り
た
い
書
物
を
郵
 

便
か
電
話
で
申
し
込
む
こ
と
。
録
音
 

図
書
は
ご
自
宅
へ
郵
送
さ
れ
ま
す
。
 

読
み
終
え
た
ら
郵
便
局
か
ら
返
送
し
 

て
く
だ
さ
い
。
送
料
は
無
料
で
す
。
 

▽
問
合
せ
先
 

同
図
書
館
（
廿
0
9
2
 

1
6
4
1
1
1
1
2
3

）
ま
た
は
、
 

奉
仕
者
の
会
事
務
局
、
児
島
博
さ
ん
 

へ
（
。
0
9
2
1
7
4
1
1
4
4
3
 

7
)

 

以
上
の
事
を
周
囲
の
方
々
か
ら
視
力
 

障
害
者
に
お
伝
え
く
だ
さ
る
よ
う
お
 

× 

年末・年始の 

役場窓口業務について 

年末・年始の役場窓口業務は次のとおりです。 

ト12月28日困 ご用納め 

ト12月29日休｝~1月3日の）休 業 

ト1 月4日困 ご用始め 

☆戸籍謄・抄本などが必要 

な方はお早目に 

戸籍業務は28日までです。戸籍謄・抄本・ 

印かん証明などが必要な方は、早めに手続き 

をおすませください。 

☆死亡届等は日直者に 

お申し出ください 

緊急な事態や、火葬認可証（死亡届）などが 

必要な場合は、日直者がおりますので、お申 

し出ください。 

☆税の受付けは30日午前中まで 

税金（町県民税・軽自動車税・国民健康保 

険税・住宅使用料など）の受付けは30日正午 

まで行います。 

12月は、納税推進協調月間です。 ①町税は 

町財政の重要な収入源です。 滞納などがある 

方は、ぜひこの期間中に納税してください。 

②12月26日から28日までは、税務課納税窓口 

を午後6時まで開きますのでご利用ください。 

願
い
し
ま
す
。
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

准
看
護
婦
（
士
）
 

生
徒
募
集
 

准
看
護
婦
（
士
）
の
募
集
が
次
の
と
 

お
り
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
受
験
資
格
 
中
学
校
卒
業
以
上
 

▽
試
験
科
目
 
国
語
、
数
学
、
面
接
、
 

健
康
診
断
 

▽
修
学
期
間
 

2
年
 

▽
願
書
受
付
期
間
 

1
月
7

日
か
ら
1
 

月
 21 

日
ま
で
 

▽
試
験
日
 

1
月
 22 

日
 

▽
試
験
場
所
 
田
川
看
護
高
等
専
修
校
 

▽
問
合
せ
、
申
込
先
 
田
川
市
松
原
一
 

区
医
師
会
館
内
 
田
川
看
護
高
等
専
 

修
学
校
（
廿
田
川
②
3
2
6
7

) 

自

衛

官

 募
 
集
 

来
春
高
校
卒
業
予
定
者
の
陸
海
空
自
 

衛
官
志
願
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
受
付
 
随
時
 

▽
試
験
日
・
場
所
 
受
付
時
に
通
知
 

▽
試
験
種
目
 
①
筆
記
試
験
（
国
語
、
 

数
学
、
社
会
お
よ
び
作
文
）
②
ロ
述
 

試
験
③
身
体
検
査
 

▽
問
合
せ
先
 
自
衛
隊
飯
塚
募
集
事
務
 

所
（
。
飯
塚
2
2
1
4
8
4
7

) 

年
賀
ハ
ガ
キ
は
 

十
五
日
ま
で
に
 

年
賀
状
は
、
十
二
月
十
五
日
か
ら
受
 

け
付
け
ま
す
。
 
な
る
べ
く
早
目
に
お
出
 

し
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
郵
便
物
を
正
確
に
お
届
け
す
 

る
た
め
、
郵
便
受
箱
の
設
置
を
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

講
入
ご
希
望
の
方
は
、
局
ま
で
ご
連
 

絡
く
だ
さ
い
。
 

(

 

!
2
0
4
2
)
 

赤
池
郵
便
局
 


